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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和４年第３０週（令和４年７月２５日～令和４年７月３１日） 

 

 
■ コメント  

・今週は腸管出血性大腸菌感染症の報告が 10 件ありました。第 30週までの累積報告数は 95件で昨年の同

時期（それぞれ 72 件・速報値）に比べ多い状況です。腸管出血性大腸菌は食肉などに付着し、生肉や加

熱不十分な肉を食べることで感染しますので、調理する際は十分に加熱(75℃で１分以上)しましょう。ま

た、患者の便等で汚染された手を介して人から人へも感染するので、調理時、食事前、トイレやおむつ交

換の後には、石けんや流水で十分に手を洗いましょう。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感染症発生

情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 12 419 179 8,096 

腸管出血性大腸菌感染症 10 95 102 1,275 

レジオネラ症 2 29 31 998 

アメーバ赤痢 1 16 9 285 

ウイルス性肝炎 1 5 0 115 

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 2 58 17 905 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 16 10 415 

後天性免疫不全症候群 1 45 5 495 

侵襲性肺炎球菌感染症 1 37 6 693 

梅毒 10 276 147 6,385 

  ※新型コロナウイルス感染症の最新の発生状況等は別紙をご覧ください。 

 

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

インフルエンザ 4 0.02 0.40 184 0.04 

ＲＳウイルス感染症 237 1.98 0.82 7,170 2.30 

咽頭結膜熱 30 0.25 1.30 618 0.20 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 86 0.72 1.54 819 0.26 

感染性胃腸炎 514 4.28 1.06 9,446 3.02 

水痘 7 0.06 1.00 210 0.07 

手足口病 71 0.59 1.39 6,684 2.14 

伝染性紅斑 1 0.01 1.00 31 0.01 

突発性発しん 52 0.43 0.95 942 0.30 

ヘルパンギーナ 27 0.23 1.17 1,682 0.54 

流行性耳下腺炎 2 0.02 0.25 92 0.03 

急性出血性結膜炎 0 0.00 - 7 0.01 

流行性角結膜炎 5 0.19 5.00 137 0.20 

細菌性髄膜炎 0 0.00 - 5 0.01 

無菌性髄膜炎 2 0.13 - 11 0.02 

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 - 3 0.01 

クラミジア肺炎 0 0.00 - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 - - - 
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○県内における新型コロナウイルス感染症の発生状況等について 

 

 
 

 
 

・福岡県では、下記のホームページにて随時、発生状況や感染予防策などの情報提供を行って

います。 

◇新型コロナウイルス感染症ポータルページ 
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/covid-19-portal.html 

 

 

 

 


